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　不法投棄防止専門部会が、平成30年２月９日（金）に山形国際ホテルで開催されました。

　県循環型社会推進課から佐藤廃棄物対策主幹、前田課長補佐、荒井主査、各総合支庁環境課の

担当者様にご出席を賜り、次の内容について部会員と意見・情報の交換を行いました。

　【報告内容】

（１）平成29年度県の不法投棄防止対策等について

（２）平成29年度各総合支庁における不法投棄防止対策等について

（３）平成30年度県の不法投棄防止対策等について

　【協議内容】

　（１）専門部会員の改選について

　【意見交換】

（１）現在までに県の入札で実施した原状回復の件数と金額と原状回復した場所の現在の状況

について

（２）山形市が中核市に移行するにあたり、県と市の行政手続き等の内容について

（３）支部行政懇談会の内容について

不法投棄防止専門部会の開催について

で き ご と

伊藤部会長
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不法投棄防止専門部会資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県環境エネルギー部循環型社会推進課

平成29年度の不法投棄防止対策等について

１　不法投棄の現状

敢　箇所数の推移（1箇所30㎡以上の箇所）

柑　現状

　①　原状回復未済箇所の推移

　市町村や関係団体等で構成する「不法投棄防止対策協議会」が中心となり、不法に投棄

された廃棄物の処理を行い、平成17年度の39箇所から平成29年12月末では16箇所まで減少

している。

　②　新規発見箇所の推移

　近年は減少傾向にあるが、減少の要因としては、法改正による罰則の強化、不防協によ

る広報啓発活動やパトロール活動などの抑止効果が考えられる。

　③　投棄物の種類

　家庭系一般廃棄物（廃家電、空き缶、空き瓶、粗大ごみ等）が大半を占めている。

2　防止対策

敢　不法投棄防止対策協議会

柑　不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（5月、10月）の設定

　平成11年度から、毎年5月、10月を「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間」に設定し、

県や関係機関並びに県民を挙げて不法投棄の早期発見、未然防止のための啓発活動等を集中

的に実施している。

　①　不法投棄防止対策協議会（＝再掲）

　　　　県内全市町村について、投棄場所の調査、啓発活動を実施。

　　②　スカイパトロール（平成10年度～）

　県防災ヘリ「もがみ」、県警ヘリ「がっさん」、海保ヘリ「うみすずめ」を活用し上空か　

らパトロールを実施。

区　　　　分 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H2912月
新規発見箇所数 48 48 36 29 35 35 40 27 15 22 28 13 ８

原状回復終了箇所数 44 45 37 33 42 34 48 29 16 24 30 14 ７

原状回復未済箇所数 39 42 41 37 30 31 23 21 20 18 16 15 16

組織 平成４年度から４総合支庁に設置。事務局：支庁環境課

構成 県、市町村、（一社）山形県産業廃棄物協会、（一社）山形県建設業協会、警察等

事業

⑴　パトロール
　５，10月のパトロール強化月間を中心に、県内全域のパトロール、投棄者の調査、
原状回復の支援等を実施。

⑵　原状回復
　①　Ｈ26年度　14箇所、371名参加、117.44ｔ回収。260箇所に看板設置。
　②　Ｈ27年度　16箇所、328名参加、95.9ｔ回収。69箇所に看板設置。
　③　Ｈ28年度　８箇所、140名参加、8.85ｔ回収。434箇所に看板設置。
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※平成10～ 13年度は県単独、平成14年度から東北６県、北海道、新潟県連携事業として

実施（幹事県：岩手）。平成15年度から県警、酒田海上保安部と合同で実施。

　③　南東北３県合同県境パトロール（平成15年度～、10～ 11月に実施）

　隣接県が、合同で県境のパトロールを実施

　　主な事業内容：合同会議、現地パトロールなど

※現地パトロールは、合同会議前に各関係機関が独自に県境パトロールを必要に応

じて実施する。

　　◇組み合わせ

・山形・宮城県境北部：

　村山・最上総合支庁、尾花沢市、最上町、大崎保健所、大崎市、加美町・色麻町

・山形・宮城県境南部：

　村山・置賜総合支庁、山形・上山・東根市、高畠町、仙南保健所、仙台市、川崎・七ヶ

宿町

・山形・福島県境：

　置賜総合支庁、米沢市、高畠・飯豊町、会津・県北地方振興局、福島・喜多方市、猪

苗代町・北塩原村

　　④　南東北３県一斉車両検問（平成18年度～、10月に実施）

　産業廃棄物運搬車両の一斉検問を山形県、宮城県、福島県、仙台市、郡山市、いわき市

（南東北三県、３政令市）で一斉に実施

時　　期 地　　　　　区 結　　　果
Ｈ28年度

春季（６／７） 防災ヘリ－村山、県警ヘリ－庄内 なし

秋季（10／ 18） 防災ヘリ－最上 なし

Ｈ29年度

春季（６／６） 置賜－防災、村山－県警 なし
秋季（10／ 17） 庄内－防災 なし

時　期 場　　　　所 結　果

Ｈ28年度

11／２
山形・宮城県境北部
　場所：村山総合支庁北庁舎　　　　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換

11／ 18 山形・宮城県境南部
　場所：宮城県蔵王町役場　　　　　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換

９～ 12月
山形・福島県境
　※H28年度は合同会議ではなくパトロールの実施結果等
　　を文書で送付することにより情報共有を図った。

単独パトロール
情報交換

Ｈ29年度

10／ 19 山形・宮城県境北部
　場所：宮城県大崎合同庁舎　　　　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換

10／ 31 山形・宮城県境南部
　場所：置賜総合支庁　　　　　　　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換

未　定
山形・福島県境
（H29年度の幹事県は福島県）
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　桓　監視カメラの設置　現有台数：監視カメラ５台、抑止カメラ13台

　平成22年度に、監視カメラ（４台）及び抑止カメラ（６台）を設置。更に、平成24年度か　

らは監視カメラ（１台）及び抑止カメラ（７台）を増設し、不法投棄常習箇所を中心に常時　

監視。

　　＜監視カメラ保有状況＞

　　　◇　山形県所有カメラ　（購入H22：10台（４台・６台）H24：８台（１台・７台））

　

　棺　不法投棄防止協力協定の締結　通報：９協定　啓発：６協定

　　＜目的＞

・監視・・行政の監視の届かない部分について、民間団体から通報してもらう。

・啓発・・より広く不法投棄防止の啓発を行う。

　　＜役割分担＞

○　県　：監視・・ステッカー、マニュアルの作成及び団体への説明会の実施等

　　　　　啓発・・ポスター、チラシ等啓発資料の提供

○　団体：不法投棄情報の提供、車輌へのステッカー貼付による啓発等

　　　　　ポスター、チラシ等啓発資料の店舗掲示、利用者への配布

　

村山 最上 置賜 庄内 計

監視 ２台 １台 １台 １台 ５台

抑止 ３台 ２台 ４台 ４台 13台

時　期 場　　　　所 違　　反　　等

Ｈ27年度

10／ 20 国道47号線（舟形町長沢地内） 事案発生により中止

Ｈ28年度

11／ 21 国道48号線（東根市関山地内） なし

Ｈ29年度

11／２ 国道13号線（南陽市椚塚地内） なし

区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

通報

Ｈ17 10月３日（Ｈ29．3．31更新）
山形県ハイヤー協会（会員数79社）
※通報実績（Ｈ19遊佐町、Ｈ23山形市）

Ｈ18 ９月29日（Ｈ27．4．1更新）
山形県森林組合連合会（15組合）

（一社）日本自動車連盟山形支部（３事務所）

11月１日（Ｈ27．4．1更新） 東北電力㈱山形支店（11営業所等）

Ｈ21 ２月５日（Ｈ28．2．5更新） ㈱ＮＴＴフィシリテーズ東北山形支店

Ｈ26 ９月３日

佐川急便㈱南東北支店

日本郵便㈱山形南郵便局

赤帽山形県軽自動車運送協同組合

ヤマト運輸㈱山形主管支店

啓発
Ｈ20 10月８日

㈱セブンイレブン・ジャパン（131店舗）

㈱ヨークベニマル（13店舗）

Ｈ21 ２月17日 ㈱サークルＫサンクス（50店舗）
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　款　廃棄物適正処理監視員の活動（Ｈ９～）

　不法投薬、野焼き等の不適正処理に対する監視・指導を行うために平成9年度から各支庁

に配置（現在５名）。不法投棄監視の他に、最終処分場、焼却施設等の監視、立入検査を行っ

ている。

　　○活動実績（延べ監視件数）

　歓　行政処分の強化

　悪質な廃棄物処理法違反事案に対しては、刑事告発により厳しく対処するとともに、厳正

かつ迅速な行政処分を実施している。

　汗　山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会

　不適正処理、不法投棄等を防止するため、意見交換や情報交換を行い、事案ごとに迅速、

的確な対応を図っている。

　

　漢　その他

　不法投棄防止に係る啓発ポスターを作成し、県内セブン

イレブンの店舗等に掲示した。

　　　　　　　　　　　

区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

啓発
Ｈ22 10月５日

イオン㈱（50店舗）（イオンリテール㈱、マッ
クスバリュ東北㈱、㈱ジョイ、㈱マイカル）

11月８日 ㈱ローソン（59店舗）

Ｈ23 ２月17日 ㈱ファミリーマート（85店舗）

年度 出動日数 不法投棄 野焼き 排出事業者 処理業者

H26 975．5 1，347 70 286 390
H27 959 1，994 64 113 536
H28 923 1，596 26 53 460

Ｈ
27
年
度

○収集運搬業の許可取消　３社３件
○不許可処分　１社１件

Ｈ
28
年
度

○収集運搬業の許可取消　２社２件
○産業廃棄物処理施設の許可取消　１社１件

Ｈ
29
年
度

○収集運搬業の許可取消　２社２件
○産業廃棄物処分業の許可取消　１社１件
○不許可処分　１社１件

構成
酒田海上保安部、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課、警察本部生活
環境課（事務局）、（一社）山形県産業廃棄物協会
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　　　　　　　　　　　　　　　　山形県環境エネルギー部　循環型社会推進課長　長谷川　浩

　協会及び会員の皆様には、日頃からごみゼロやまがたの推進、不法投棄の未然防止など、本県

の循環型社会形成の推進及び廃棄物対策行政に、格別の御理解と御協力をいただき深く感謝申し

上げます。

　さて、県では、昨年度末に大規模災害への備えとして「山形県災害廃棄物処理計画」を策定し

ました。これは、県内において大地震や津波、豪雨などの自然災害が発生した際に、大量に発生

した廃棄物の適正処理を確保しつつ、円滑かつ迅速に処理することによって、被災した県民の生

活環境の保全と公衆衛生上の支障の防止を図るものです。県内の市町村に同様の計画を策定する

よう支援していきます。

　一方ごみの減量化・リサイクルについて、「ごみゼロやまがた推進プラン」に基づき、県民・

事業者・行政がともに連携し、廃棄物のリデュース・リユース・リサイクル（３Ｒ）を推進して

きました。昨年度は、事業者のごみ削減・リサイクルの取組みを推進するとともに、消費者側が

応援する雰囲気づくりを行う「もったいない山形協力店登録事業」を創設しております。今後も

ごみゼロやまがた県民運動を展開し、様々な啓発を行ってまいります。

　平成30年度の循環型社会推進課の主要事業を紹介します。環境に配慮したライフスタイルへの

転換を促すため、貴協会からも御協力いただいている「やまがた環境展」を10月下旬に開催する

予定です。より一層の理解が進められるよう努力してまいります。次に循環型産業基盤整備推進

事業です。廃棄物をリサイクルし、有用なものに変えていく施設等に対して、設備の整備に係る

補助を行います。このことにより、最終処分場で埋立処理される廃棄物を少なくし、最終処分場

の延命とごみゼロやまがたの達成に向けて近づけていきます。廃棄物から有用なものへとリサイ

クルされたものついて、リサイクル製品認定制度及びリサイクル認証制度の実施・普及啓発も行っ

ていきます。加えてリサイクル製品に認定された製品に関して、引続き販路が拡大するよう後押

ししていきます。

　廃棄物対策事業では、ＰＣＢを含む廃棄物の処理は喫緊の課題となっています。いまだ使用さ

れている電気機器で特に蛍光・水銀灯に使われた安定器があります。県内では多数発見されてい

ますが、古い建築物や工場に未発見のものが多数あると思われます。山形県のＰＣＢ廃棄物処理

は北海道室蘭で処理されておりますが、期限が平成33年度末までとなっていますので、政府関係

行政機関からの協力を得ることのほか、各総合支庁に昨年度からＰＣＢ適正処理推進員を配置

し、未発見のＰＣＢ廃棄物を掘起し、処理期限までに間に合うよう全力を挙げていきます。最後

に、毎年貴協会や会員の皆様から多大な御協力をいただいている不法投棄防止協議会の、不法投

棄の原状回復事業を積極的に行います。

　循環型社会への構造転換や県民の快適な生活を保つには、貴協会、会員の皆様の御理解と御協

力が不可欠ですので、今後とも何卒よろしく御願いします。また、皆様の益々の御発展と御活躍

を祈念申し上げ、挨拶といたします。

行 政 だ よ り

新　年　度　挨　拶
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大久保　剛
(630-3021)

廃棄物対策主査
渡邉　英治
(630-2236)

主　査
(廃棄物対策担当)

渡邊　一史
(630-2236)

　　廃棄物対策専門員
伊藤　健

(630-3021)
主　査

(廃棄物対策担当)
髙橋　香代
(630-2323)

主　事
(廃棄物対策担当)

石山　尚子
(630-2323)

課長補佐
(リサイクル・環境産業担当)

齊藤　健二
(630-2322)

環境産業振興主査
髙橋　なおみ
(630-2302)

主　査
(ﾘｻｲｸﾙ・環境産業担当)

渡會　京子
(630-2302)

リサイクル推進専門員
庄司　栄一
(630-2322)

環境課長
青木　政浩
（621-8420）

廃棄物対策主幹
松林　茂

(621-8421)
廃棄物対策主査

志田　国伸
(621-8422)

主任主査
阿部　勤

（621-8423）

課長補佐
相馬　雄人
(621-8420)

廃棄物対策主査
東海林　和人
（621-8423）

主任主査
齋野　浩

（621-8423）

課長補佐
(廃棄物対策担当)

原田　泰浩
(621-8421)

廃棄物対策主査
（山形市から派遣）

須藤　英之
(621-8423)

主　査
古名　洵子
（621-8452）

リサイクル推進主査
澤　泰裕

(621-8422)

環境課長
岡村　和恵

0233-29-1283

課長補佐
杉原　修一

0233-29-1284

課長補佐
(環境対策リサ担当)

黒沼　光洋
0233-29-1287

主　査
西塚　一茂

0233-29-1286

技　師
（環境対策リサ担当）

成田弥生
0233-29-1286

環境課長
笹渕 健市

0238-26-6033

課長補佐
佐藤　宏昭

0238-26-6033

課長補佐
(廃棄物対策担当)

横山　秀典
0238-26-6034

廃棄物対策主査
遠藤　昌樹

0238-26-6034
主　査

沼澤　聡明
0238-26-6034

廃棄物対策主査
三澤 栄次

0238-26-6034
技　師

相田　洋佑
0238-26-6034

主　事
村山　航太

0238-26-6034

環境課長
前田　学

0235-66-4756

課長補佐
佐久間　一徳
0235-66-4756

海岸漂着物対策主査
岡部　恵美

0235-66-4914
技　師

門脇　　史
0235-66-5705

課長補佐
（廃棄物・海岸漂着物担当）

石川　伸
0235-66-5704

主任主査
（廃棄物・海岸漂着物担当）

佐藤　至
0235-66-4914

技　師
松村　俊希

0235-66-5705

主　事 小田原悠斗
0235-66-4914

庄
　
　
　
内

平成３０年度　県行政廃棄物対策関係職員
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総 合 支 庁 だ よ り

■産業廃棄物処理業許可更新の手続き等に関する説明会の開催について
　

　産業廃棄物や特別管理産業廃棄物の処理業（収集運搬業・処分業）の許可更新に係る手続き等

について、今年度も説明会を開催します。法律改正等で以前申請したときと関係書類が変わって

いる場合もあるため、更新申請がスムーズに行えるよう留意すべき事項について説明します。

　また、許可を受けた方から毎年提出していただく実績報告書の書き方についても説明します。

　なお、対象となる事業者の方へは別途通知を郵送しております。ぜひ、参加をお願いします。

１　対象者　村山総合支庁管内の許可業者で、平成30年８月１日から平成31年７月31日に許可満

了となる方

２　日　時　平成30年６月１日（金）

　　　　　　午前の部：10時00分～ 12時00分
　　　　　　午後の部：13時30分～ 15時30分
　　　　　　※午前の部、午後の部いずれかに振り分けさせていただきます。

３　場　所　村山総合支庁　２階講堂　（山形市鉄砲町二丁目19－68）
４　問合先　村山総合支庁環境課廃棄物対策担当

　　　　　　電話023－621－8423・8452

■山形市の中核市移行について　

　平成31年４月１日、山形市は中核市に移行します。

　中核市になると、現在県が行っている事務のうち、保健や福祉、環境などの事務が山形市に移

ることになります。

　環境分野、とりわけ廃棄物関連（産業廃棄物、自動車リサイクル、ＰＣＢ廃棄物など）の業務

も山形市に移ることになりますが、現在、山形市から職員が山形県に派遣されるなど、その移行

にかかる準備を進めているところです。

　県では、スムーズに事務移譲するため、本誌をはじめ、様々な機会をとらえて皆様にもお知ら

せする予定でおりますので、よろしくお願いします。

村山総合支庁
環境課 村山総合支庁　環境課からのお知らせ
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◎新たなメンバーでＧＯ！
　県職員恒例の人事異動も終わり、課長をはじめ新たに４名の職員が着任しました。環境課職員

９名のうちおおよそ半数の４名が替わる人事異動でした。昨年度は男性だけの職場でしたが、今

年度は女性２名が新たに加わり、華やかさもアップしました。

　これを機会にぜひお気軽に環境課にお立ちよりください。情報共有を図りながら、より適切

な環境行政を行っていきたいと考えておりま

す。

　申請、届出、相談するなら今でしょう！

◎里の名水・やまがた百選
　山形県では、地域の人々に育まれてきたす

ぐれた湧水を「里の名水・やまがた百選」として選考を進めています。昨年度は県全体で新たに

10か所の湧水が選定され、そのうち４つが最上地方の湧水でした。平成27年には真室川町及位の

大清水、平成28年度は最上町満沢の薬師様の水が選定されていますので、合計６つの最上地方の

湧水が選定されています。　　

　この調子でさらに最上地方の湧水を選定されるようにしましょう。最上地方に住んでいる皆さ

んの地区で知られている湧水はありませんか？　

　その湧水にまつわる歴史、逸話などがあればさらに選定されやすくなります。せひ最上総合支

庁環境課に情報提供をお願いします（0233－29－1287）。

　平成29年度に「里の名水・やまがた百選」に選定された最上地域の湧水

　県の里の名水・やまがた百選のホームページ

　https://www.pref.yamagata.jp/ou/kankyoenergy/050014/meisui/meisui.html

最上総合支庁
環境課 最上総合支庁　環境課からのお知らせ

名　　称 よみかた 地　　区

清水の清水 しずのおすず 新庄市角沢

中の森　長命水 なかのもり　ちょうめいすい 金山町金山

上大渕小助の清水 かみおおぶちこすけのすず 鮭川村川口

庭月観音清水 にわつきかんのんのすず 鮭川村庭月
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「置賜管内の不法投棄対策の取り組みについて」
　昨年11月４日、日本一長い無料トンネルがある東北中央自動車道（米沢～福島間）が開通し、

多くの皆様にご利用いただいております。また、今年４月20日には「道の駅米沢」が開業し、本

県の南側のゲートウェイとして今後さらなる人的・物的交流の促進が期待されます。

　このような中、依然として無くならない廃棄物の不法投棄は、美しいやまがたの自然や景観を

破壊し、地域のイメージを大きく損ねることになります。

　置賜地域では昨年度、委託事業により１か所の原状回復を行い、185弱以上の廃棄物を回収し

ました。これにより、平成29年度末の不法投棄箇所数（投棄面積30釈以上）は２箇所となってい

ます。

　今年度も「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（５、10月）」においては、管内８市町で

各市町、警察署など関係機関と連携して不法投棄監視合同パトロールを実施し、発見された不法

投棄箇所については、地域住民や関係団体の協力を得て、原状回復作業を実施します。さらに、

不法投棄常習箇所については、監視カメラや不法投棄防止啓発看板・のぼり旗等を設置し、不法

投棄の未然防止を図ってまいります。

　これらの看板等には置賜地域の小・中学生を対象とした「廃棄物適正処理・３Ｒの普及啓発ポ

スター及び川柳コンクール」の入賞・入選作品を図柄として活用しています。

　今年度も管内市町及び関係団体等と連携し、不法投棄防止に努めてまいりますので、今後とも

ご支援くださるようお願いします。

置賜総合支庁
環境課 置賜総合支庁　環境課からのお知らせ

現状回復作業

看板・のぼり旗 チラシ等配付

監視カメラ
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【今年度の注目事業】
■裸足で歩ける庄内海岸を目指しています！

　山形県では、「裸足で歩ける庄内海岸」を目指して海ごみ対策に取り組んでいます。

＜主なクリーンアップ作戦の日程＞

　　　飛島クリーンアップ作戦（５月26日（土））

　　　最上川河口右岸クリーンアップ（７月７日（土））

　　　湯野浜クリーンアップ（10月21日（日））

　この他、各種イベント等に出展し、海ごみの発生を減らすための普及啓発に取り組んでいきま

す。

　海ごみ（海岸漂着物）の約７～８割は、川から流れてくるものと言われています。全国に誇れ

る「裸足で歩ける庄内海岸」を目指すためには、内陸を含めたみなさまの協力が必要です。私た

ちの子どもや孫たちが、庄内海岸を裸足で歩いて笑顔で遊べるように、きれいな庄内浜を一緒に

守りましょう。

■今年も全力で瓦リサイクルの普及啓発に取り組みます！

　庄内地域は瓦屋根の住宅が多く、住宅の建て替えや解体により使用済み瓦が発生します。山形

県内では年間約17,000ｔの使用済み瓦が発生しますが、そのほとんどが庄内地域のもので、多く

が埋立地にごみとして処分されています。庄内総合支庁環境課ではこれら全ての瓦を資源として

活用する循環システムの確立を目指しています。

　今年度、庄内総合支庁環境課では、瓦リサイクルの普及啓発のために、瓦リサイクルの特長で

ある「雑草抑制効果」、「植物の生育促進効果」の実証試験を実施する予定です。場所は、庄内総

合支庁中庭を予定していますので、庄内総合支庁にお越しの際にはぜひ見学にお立ち寄りくださ

い。環境課Kがご案内します。

【お知らせ】
　前号で「担当者Ｋのつぶやき」の執筆者がルーキーＫになりますと告知しましたが、今号から

突如登場した、神社大好き新採の「ルーキーＯ（オー）」が担当になり、タイトルも「ルーキー

O（オー）のつぶやき」に突如変更になりました。今後ともお楽しみに。

■ルーキーＯ（オー）のつぶやき

　今年は60年に一度の戊戌の年です。この戊戌（つちのえいぬ）を解説いたしますと「戊」＝「山」、

「戌」＝「犬」　つまり「戊戌」には「山犬」と解釈できます。山犬とは狼のことです。つまり

2018年は狼の年なのです。「オオカミ」って「大神」とも書きますよね。今年2018年は干支的に

ものすごいパワーがある年になります。今年は狼を祀った神社を参拝すると大きな開運が期待で

きるかもしれないですね。

　私は、先日埼玉県の三峯神社に日参りに行ってきました。そのおかげか、４月から配属になり

ました庄内総合支庁の環境課では、とても頼りがいのある優しい先輩たちに恵まれ、本当にラッ

キーボーイであります。

【庄内観光情報】
　残念ながら庄内には狼を祀った神社はありませんが、犬に類似した霊獣である狛犬が置かれて

いる神社はあります。酒田市日吉町の日枝神社や同じく酒田市幸町の八雲神社では狛犬がお出迎

えしてくれるので、散歩をしたり、リフレッシュに行ってみてはいかがですか。

庄内総合支庁
環境課 庄内総合支庁　環境課からのお知らせ
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支 部 だ よ り

事 業 名 置賜支部研修会と新年会

日　　時 平成30年２月８日（木）15：30～ 16：30

場　　所 赤湯温泉　「御殿守」  

参加人数 29名

内　　容

廃棄物の適正処理について

１．廃棄物法改正について

２．置賜総合支庁環境課管内の業者に対しての指導ついて

　　　講師　置賜総合支庁環境課

　　　　　　土屋　勇一　氏

コメント

　今回の研修会では、廃棄物の適正処理について、２つのテーマでご説明をい

ただきました。

　はじめに、昨年改正された水銀廃棄物関係について、その取扱い及び許可更

新時における注意点等詳しくご説明いただきました。

　また、有害使用済機器の適正な保管等の義務付けについての説明を聞き、各

企業において、業務体制を改善し、適正に対応していかなければならないと痛

感しました。

　また、２つ目のテーマでは、マニフェストの記載方法、その注意点等につい

て学習しました。具体的に説明いただき、普段の業務に大変役立つ内容でした。

置    賜    支    部置    賜    支    部
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 産廃排出事業者・産廃処理業者　合同研修会

日　　時 平成30年２月７日（水）13：30～ 15：30

場　　所 東京第一ホテル鶴岡　

参加人数
庄内支部会員　40名　　建設業協会員　37名　　宅建協会員　３名　　

排出事業者　９名　　　　　合計　89名

内　　容

講演

講師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　廃棄物担当　主査　神田　善弘　氏

テーマ：「ごみの話」　～廃棄物処理の変遷について～

　　　　　　

講師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　　技師　門脇　　史　氏

テーマ：「廃棄物に関する最近の法改正について」

　　　　　　～廃棄物の適正処理に向けて～

コメント

　庄内総合支庁環境課から２名を

講師としてお招きし講演をしてい

ただきました。

　「ごみの話」では、地球規模で人

口の増加により大量生産・消費型

社会になり、大気や環境汚染が大

きな課題となっている現在。必要

とされる「循環型社会形成」、「ご

みの減量」における山形県の取り

組み、現状を身近な事例を交えた

講演で、関心の高いものでありま

した。

　「廃棄物に関する最近の法改正に

ついて」では、特に昨年改正にな

り分別区分等が複雑になった水銀

廃棄物を重点的にわかりやすい説

明で講演していただきました。

　今回も支部会員以外に建設業協

会、宅地建物取引業協会等、庄内

一円から多数ご参加頂き、改めて

産業廃棄物処理における法の遵

守、適正処理および循環型社会形

成のためごみの減量、リサイクル

推進の必要性を改めて実感した研

修となりました。

支部長挨拶

講演　門脇　史　氏

講演　神田　善弘　氏
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青 年 部 会 だ よ り

新規入部会員の紹介

青年部会へご入会下さい !

●部会員を募集しております。●
対　象：協会に所属する企業の45歳以下の男女

年会費：１名につき年額12，000円

お問い合わせは事務局まで

☎０２３－６２４－５５６０

後　藤　重　喜 （株）アールテック（寒河江市）

森　谷　浩　幸 （株）モリヤ（東根市）

栗　田　　　悟 （株）マルコウ環境（真室川町）

（敬称略）　
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事 務 局 だ よ り

平成30年度労働災害防止計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人山形県産業廃棄物協会 

１．はじめに

　全国産業廃棄物連合会（以下、「連合会」という。）においては平成29年度からの３年間を期

間とする「産業廃棄物処理業における労働災害防止計画」を策定し、平成31年に死傷災害996人、

死亡災害16人を下回ることを目標に掲げている。

　この目標達成に向けて、当協会では、本計画はもとより、山形県内の労働災害の発生状況、

安全衛生活動のアンケート調査から、当年度の実施すべき事項を定め、会員が一体となり労働

災害防止対策を積極的に推進し、会員の安全衛生水準の尚一層の底上げを図っていくものとす

る。

２．平成31年度目標

　　⑴　死亡者数をゼロにする。

　　⑵　休業4日以上の死傷者数を平成24～ 26年の実績平均に比して、20％以上減少させる。

　　　　（平成24～ 26年の平均14.7人→平成31年11人以下）

３．平成30年度活動目標

２．の「平成31年度目標」を達成するために平成30年度における活動目標を次のとおり設定する。

⑴　会員における安全衛生活動のアンケート調査の回答数を前年度に比して、７％以上増加

させる。

　　　（平成29年度160会員→平成30年度172会員以上）

⑵　協会が実施する安全衛生事業を認知している会員を前年度に比して、20％以上増加させ

る。

　　　（平成29年度121会員→平成30年度146会員以上）

⑶　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールを認知している会員を前年度に比し

て、50％以上増加させる。

　　　（平成29年度69会員→平成30年度104会員以上）

⑷　法令に基づく安全衛生管理体制を構築又は構築を予定している会員を前年度に比して、

7％以上増加させる。

　　　（平成29年度107会員→平成30年度115会員以上）

４．平成30年度活動目標を達成するための当協会における取り組み

　３．⑴～⑷に示す「年度目標」を達成するために具体的方策は次のとおり設定する。

　　⑴　会員における安全衛生活動のアンケート調査回答数増加を図る。
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　　　①　定期刊行している会報誌を利用して会員へアピールし、回答数増加に努める。

　　　②　協会ホームページ等を通じて協力を呼びかける。

　　　③　定期的に安全衛生委員会を開催し、本調査の推進を図る。

　　⑵　安全衛生事業の認識を向上させる。

①　当協会が実施する安全衛生事業について、ホームページ、会報誌で会員への情報提供

を行う。

　　　②　会議等を利用して、安全衛生に係る情報伝達、情報交換を実施する。

　　　③　定期的に安全衛生委員会を開催し、安全衛生事業の推進を図る。

　　⑶　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールの認識を向上させる。

①　連合会が作成した「安全衛生啓発パンフレット」を活用する等、会員に対し、連合会

のホームページに公開している安全衛生支援ツールを会報誌、ホームページ等を通じ

て、認識させる。

　　　②　ホームページに連合会安全衛生サイトへのリンクを張る。

　　　　　（http://www.zensanpairen.or.jp/disposal/07/index.html）

　　　③　会議等で連合会が作成した「安全衛生啓発パンフレット」を配布する。

　　⑷　安全衛生研修会の参加者増加を図る。

　　　①  ホームページの活用やＦＡＸで全会員への周知を図る。

②  研修会参加者に対しアンケートを実施する等、参加者からの声を十分に分析し、研修

会の実施内容等を検討する。

　　⑸　会員における安全衛生パトロールの実施を図る。

①　連合会が作成した「安全衛生チェックリスト」の活用について、会報誌、ホームペー

ジ等を通じて周知する。

　　　②　安全衛生パトロールを行うことを呼びかける。

　　⑹　会員におけるヒヤリ・ハット活動の実施を図る。

①　連合会が作成した「産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース」の活用について、

会報誌、ホームページ等を通じて周知する。

　　　②　ホームページに次の有用なサイトのリンクを張る。

　　　　・厚生労働省　職場のあんぜんサイト「災害事例」

　　　　　（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/sai/saigai_index.html）

　　　　・連合会　安全衛生サイト「産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース」

　　　　　（http://www.zensanpairen.or.jp/hiyari/home.html）                                    

　　⑺　会員におけるリスクアセスメントの実施を図る。

　　　①　ホームページに次の有用なサイトへのリンクを張る。

　　　　・厚生労働省　職場のあんぜんサイト「リスクアセスメントの実施支援システム」

　　　　　（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/risk/risk_index.html）
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　　　　・連合会　安全衛生サイト（http://www.zensanpairen.or.jp/disposal/07/index.html）

　　⑻　会員における安全衛生規程の整備を図る。

　　　①　会報誌、ホームページ等を通じて、安全衛生規程の必要性を周知する。

　　⑼　会員における安全衛生管理体制の構築を図る。

①　労働安全衛生法で事業場規模別に規定されている安全衛生管理体制について、ホーム

ページ等を通じて周知する。

②　連合会が作成した「産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程及び解説」及び「安

全衛生規程作成支援ツール」の活用について、ホームページ等を通じて周知する。

５　平成29年度事業の点検評価

　　平成29年度活動目標（1）～（3）に対する実績は、各項目とも目標を達成した。

⑴　会員における安全衛生活動のアンケート調査の回答数を前年度に比して、7％以上増加

させる。

　　　（平成28年度109会員→平成29年度117会員以上 　 実績160会員　46％増）

⑵　協会が実施する安全衛生事業を認知している会員を前年度に比して、７％以上増加させ

る。

　　　（平成28年度61会員→平成29年度66会員以上　　　実績121会員　198％増）

⑶　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールを認知している会員を前年度に比し

て、30％以上増加させる。

　　　（平成28年度26会員→平成29年度34会員以上　　　実績69会員　265％増）
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（公財）日本産業廃棄物処理振興センター　リーフレットより転載



22 産 廃

平成30年度許可申請に関する講習会の日程

※　全ての講習会で書面申込みとWeb（インターネット）申込みができます。

　　（Web申込み方法は前ページ参照)
※　修了証が到着するまでに約２週間かかりますので、許可期限の近い方は特にご注意く

ださい。

※　受付情報等の最新情報は

　　協会ホームページ（http://www.yamagata-sanpai.or.jp）
　　　⇒　講習会（随時更新中）

山形会場 ： 大手門パルズ（山形市木の実町12－37）

広告掲載の募集

　機関誌「産廃やまがた」の広告掲載を募集しております。

　貴社のＰＲ営業案内など、イメージアップにもご利用ください。

　広告掲載は会員外の方でもご利用できます。

　「産廃やまがた」は、協会ホームページにも掲載しております。

　お申込みは、協会事務局までご連絡ください。

・広告掲載料金

　Ａ４　カラー　全　面　50, 000円　　１／２面　25, 000円

　Ａ４　白　黒　全　面　30, 000円　　１／２面　15, 000円

講習会の種類 期　　日 定　員

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
処分課程（更新）
【期間：２日】

平成30年７月24日（火）
　　　　　～ 25日（水）

100名

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
収集運搬課程（更新）

【期間：１日】
平成30年10月４日（木） 150名

特別管理産業廃棄物管理責任者
【期間：１日】

平成30年10月５日（金）　 100名

産業廃棄物収集運搬課程（新規）
【期間：２日】

平成30年11月６日（火）
　　　　　～７日（水）

100名
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平 成 29 年 度 事 業 実 施 状 況

月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

４ ７（金） 全産廃連　平成29年度許可申請に係る講習会講師研修会（メルパルク東京）

11（火） 協会　第１回産廃やまがた編集委員会（協会会議室）

12（水） 青年部会　第15回役員会（遊学館）

14（金） 協会　表彰審査会（協会会議室）

〃 協会　第１回三役会（協会会議室）

19（水） 第16回北海道・東北地域協議会　会長会議（ホテルメトロポリタン仙台）

〃 協会　第１回安全衛生委員会（協会会議室）

21（金） 青年部会　第５回通常総会・研修会（山形国際ホテル）

25（火） 村山支部　第５回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）

27（木） 協会　平成28年度事業及び会計監査（協会会議室）

５ ９（火） 協会　第２回三役会（ホテルメトロポリタン山形）

〃 協会　第14回理事会（ホテルメトロポリタン山形）　

11（木） 庄内支部　第５回通常総会（ル・ポットフー）

16（火） 平成29年度会員名簿発行

〃 機関誌「産廃やまがた」第68号発行

18（木） 置賜支部　第５回通常総会（東京第一ホテル米沢）

24（水）

（一社）山形県計量協会第１回理事会（計量協会会議室）　

同上　平成29年度通常総会（山形県高度技術研究開発センター）

山形再生骨材協同組合平成29年度通常総会（山形国際ホテル）　 

25（木） 最上支部　第５回通常総会（新庄玉姫殿）

26（金） ごみゼロやまがた推進県民会議総会（県庁）

６ ５（月） 山形県地球温暖化防止県民運動推進大会（ホテルメトロポリタン山形）

６（火） 全産廃連  青年部協議会北海道・東北ブロック協議会第16回総会（青森市）

８（木） やまがた環境展2017  第１回実行委員会（県庁）　 

９（金） 協会　第５回通常総会（ホテルメトロポリタン山形） 

12（月） 第61回北海道・東北地域協議会（郡山市）　 

15（木） 全産廃連　青年部協議会第18回通常総会（明治記念館）
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

６ 16（金） 全産廃連　第７回定時総会（明治記念館）

28（水） 協会　第１回支部長会議（山形国際ホテル）

７ 11（火） 産業廃棄物処理実務者研修会（ヒルズサンピア山形）

13（木） やまがた環境展2017  第２回実行委員会（県庁）　 

18（火） 全産廃連　第１回マニフェスト推進委員会（連合会会議室）

20（木） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物収集・運搬課程（更新）講習会（大手門パルズ）

21（金） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会（大手門パルズ）

28（金） 全産廃連　第１回全国正会員事務局責任者会議（東京）

８ ４（月） 協会　循環型産業トップセミナー（ヒルズサンピア山形）

18（金） 電子マニフェストに関わる事務担当者研修会（（公財）日本産業廃棄物処理振興センター）

29（火） 北海道・東北地域協議会　第25回事務局担当者会議（秋田市）

９ ５（火） 協会　行政懇談会（あこや会館）

６（水） ごみゼロ推進功労者表彰審査会（県庁）

〃 山形県防災フォーラム（山形県高度技術研究開発センター）

７（木） 北海道・東北地域協議会　第14回事務局長会議（仙台市）

〃 置賜支部　行政懇談会（置賜総合支庁）

14（木） 村山支部　視察研修（北海道北広島市）～ 15日

20（水） 村山支部　行政懇談会（村山総合支庁）

25（月） 機関誌「産廃やまがた」第69号発刊

26（火） 最上支部　行政懇談会（最上総合支庁）

10 11（水） 青年部会 第16回役員会（あこや会館）

12（木） 協会　第３回三役会（山形国際ホテル） 

〃 協会　第15回理事会（同上）

〃 置賜支部  研修会（ワトワセンター）　 

23（月） 最上支部  研修会（新庄玉姫殿）

28（土） やまがた環境展2017（山形国際交流プラザ）～ 29日

11 ７（火） 産業廃棄物　収集・運搬課程（新規）講習会（大手門パルズ）～８日

８（水） 庄内支部  視察研修（福島県郡山市）～９日
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

11 ８（水） 置賜支部  視察研修（神奈川県藤沢市）～９日

９（木） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物収集・運搬課程（更新）講習会（大手門パルズ）

10（金） やまがた環境展調整会議（山形国際ホテル）

13（月） 協会　産業廃棄物排出事業者研修会（ヒルズサンピア山形）

16（木） 村山支部  研修会（ヒルズサンピア山形）

17（金） 第16回産業廃棄物と環境を考える全国大会（高知市：三翠園）

21（火） 青年部会  視察研修（福岡県北九州市）～ 22日

28（火） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処分課程（更新）講習会（大手門パルズ）～ 29日

12 １（金） 全産廃連　正会員事業研修（六本木コンファレンスセンター）

８（金） 協会　第４回三役会

12（火） 青年部会　第17回役員会（飯豊）

１ 12（金） 全産廃連　新年賀詞交歓会（明治記念館）

17（水） 協会　第２回安全衛生委員会（協会会議室）

25（木） 協会　第５回三役会（協会会議室）

30（火） 全産廃連　第２回マニフェスト推進委員会（全産廃連会議室）

２ １（木） やまがた環境展2017  第３回実行委員会会（県庁）

２（金） 全産廃連　第２回全国正会員事務局責任者会議（東京）

７（水） 庄内支部  排出事業者・処理業者合同研修会（東京第一ホテル鶴岡）　

〃      〃　　行政懇談会　（同上）

８（木） 置賜支部  研修会・新年会（御殿守）

９（金） 不法投棄防止専門部会（山形国際ホテル）

21（水） 協会　第６回三役会（協会会議室）

23（金） 全産廃連　全国正会員会長・理事長会議（ホテルグランヴィア広島）

３ １（木） ごみゼロやまがた推進県民会議産業部会（県庁）

〃 第２回産廃やまがた編集委員会（協会会議室）

８（木） 協会　第16回理事会（山形国際ホテル）

19（木） 全産廃連　許可講習会における事務取扱説明会（（公財）日本産業廃棄物処理振興センター）
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

山形労働局第13次労働災害防止計画のリーフレットの送付につい
て

通知等 ４月26日

建設物に係る石綿の事前調査における主な留意点について 通知等 ４月25日

「自営型テレワークの適正な実施のためのガイドライン」の周知
について

通知等 ４月24日

「副業・兼業の促進に関するガイドライン」の周知等について 通知等 ４月24日

情報通信技術を利用した事業場外勤務の適切な導入及び実施
のためのガイドラインの周知について

通知等 ４月24日

テレワーク（雇用型・自営型）及び副業・兼業ガイドライン説明
会の開催について

通知等 ４月24日

「働き方改革」の推進に向けた「労働時間相談・支援コー
ナー」の設置に係る広報依頼について

通知等 ４月20日

てき丸君News-第48号（2018.4.10） 全産廃連広報 ４月11日

リスク評価結果に基づく労働者の健康障害防止対策の徹底につい
て

通知等 ４月４日

変異原性が認められた化学物質の取扱いについて 通知等 ４月４日

雇用管理分野における個人情報のうち健康情報を取り扱うに当
たっての留意事項について

通知等 ４月４日

平成30年度全国安全週間の実施に伴う協力依頼について 協会事業 ４月２日

平成30年度労働災害防止計画 協会事業 ３月28日

平成30年度山形県３Ｒ研究開発事業費補助金に係る補助事業申請
の募集について（依頼）

通知等 ３月16日

平成30年度山形県循環型産業施設整備事業費補助金に係る補助事
業申請の募集について（依頼）

通知等 ３月16日

てき丸君News-第47号（2018.3.12） 全産廃連広報 ３月13日

再生可能エネルギー導入に関する勉強会の案内について 通知等 ２月19日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省
令の施行について（通知）

通知等 ２月８日

村山地球エネルギー戦略協議会における講演会について（ご案内） 研修会等 ２月５日

雪害防止対策の周知について（依頼） 通知等 ２月５日

てき丸君News-第46号（2018.1.11） 全産廃連広報 １月12日

産業廃棄物マネジメント研修会について（通知） 通知等 １月10日
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事務局長　黒山　誉尋

　この度、鈴木信夫氏の後任として事務局長を務めさせていただいて

おります。

　甚だ微力ではありますが、会員の皆様のお役に立てるよう、誠心誠

意努力して参る所存でございます。何卒、格別のご指導ご鞭撻を賜り

ますよう宜しくお願い申し上げます。

編集後記

産廃やまがた 71号
平成30年５月16日発行

編集：「産廃やまがた」編集委員会

発行：一般社団法人山形県産業廃棄物協会

〒990－0041

山形市緑町一丁目９－30　緑町会館６Ｆ

TEL  023－624－5560　FAX  023－624－5360

編集協力・印刷：コロニー印刷（山形福祉工場）

仲　野　健　児

岡　崎　信　広

蛇　子　幸　治

斎　藤　　　健

西　原　政　範

小　林　秀　樹

仲野衛生管工（株）

（有）岡崎清掃社

（株）こすもす清掃

（株）マルコウ環境

（有）中央清掃

（株）環境管理センター

編集委員長

編 集 委 員

◆ 産廃やまがた編集委員 ◆

第１回編集委員会の様子

　街路樹のハナミズキも綺麗に咲き春爛漫の頃、心地よい季節となってまいりました。

　昭和から平成に元号が変わり早30年、当協会も社団法人から一般社団法人になり６年を迎え

ることになりました。担当所管は厚生省から環境省に変わり、廃棄物という概念からリサイク

ル資源化による循環型社会を形成していくようになってきています。

　会員企業の皆様におかれましても、日々研鑚に余念がない事と思います。

　今まで、何気なく見ていた「産廃やまがた」ですが、編集の仕事に携わってみると機関誌を

完成させるまでには大変な労力がかかることに初めて気付きました。表紙にシリーズものとし

ている「まつり」も山形県内には様々なものがあることを知りまた、「山」「川」といった自然

が豊かであることも機関誌を通じ再認識いたしました。

　これを機会に「やまがた」の良さを探究していきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員　蛇子　幸治　

新 事 務 局 長 の 挨 拶
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ポスター部門　小学生の部
長井市立長井小学校６年　早川美沙希さん

ポスター部門　中学生の部
米沢市立南原中学校３年　金藤万波さん

当コンクールの主催は置賜総合支庁環境課、共催は一般社団法人山形県産業廃棄物協会、置賜地区不法投棄防止対策協議会です。
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平成29年度廃棄物適正処理・３Ｒの
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